
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
何
と
言
っ

て
も
東
日
本
大
震
災
が
日
本
列
島
を
震
撼

さ
せ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
地
震
や
津
波
に
加
え
て
原
発
事
故
が
発

生
し
、
多
く
の
尊
い
人
命
や
財
産
が
失
わ

れ
、
今
な
お
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
、
復
旧
・

復
興
に
努
力
さ
れ
て
い
る
被
災
地
の
人
々

を
思
う
と
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。

　
当
町
は
、
直
接
的
被
害
は
無
か
っ
た
も

の
の
、
停
電
が
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
、
衆
知
の
と
お
り
で

あ
り
ま
す
。

　
あ
ら
た
め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
と

防
災
対
策
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た

一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
産
業
面
で
は
、
春
先
の
低
温
等

で
心
配
さ
れ
た
米
の
作
況
は
、
平
年
並
み

と
な
り
一
安
心
し
ま
し
た
が
、
菌
床
椎
茸

が
市
場
価
格
の
低
迷
で
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

　
季
節
ハ
タ
ハ
タ
漁
は
、
漁
期
が
遅
れ
、

漁
獲
量
も
期
待
は
ず
れ
の
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
も
、
能
代
商
業
高
校
や

能
代
高
校
、
わ
が
町
の
「
峰
夢
Ｒ
ｕ
ｎ
」

チ
ー
ム
の
四
百
歳
大
会
優
勝
等
野
球
で
の

活
躍
が
町
民
に
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
こ

と
、
二
年
ぶ
り
で
開
催
し
た
交
通
安
全
大

会
で
の
誓
い
ど
お
り
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
が
千
七
百
日
近
く
継
続
さ
れ
て
い
る
こ

と
等
が
特
筆
さ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
厳
し
い
日
本
の
政
治
経
済
状
況

の
中
で
、
国
の
経
済
対
策
に
呼
応
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
地
元
の
企
業
活
動
や
消
費

拡
大
に
繋
が
る
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
も
引
き
続
き
地
場
産
業
の
強

化
と
新
し
い
産
業
を
育
成
し
な
が
ら
、
ど

う
雇
用
を
拡
大
し
て
い
く
か
が
最
も
大
き

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
農
業
は
、
現

政
権
が
、
十
分
な
情
報
開
示
や
国
民
的
議

論
も
し
な
い
ま
ま
、
突
如
、
関
税
撤
廃
に

よ
っ
て
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
参
加
と
い
う

方
針
を
決
め
る
等
、
農
業
政
策
が
ブ
レ
続

け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
正
し
な
が
ら
、

将
来
に
亘
っ
て
持
続
で
き
る
農
業
を
確
立

す
る
た
め
、
農
業
者
と
と
も
に
頑
張
っ
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
二
つ
目
に
は
、
低
迷
す
る
経
済
・
雇
用

環
境
に
資
す
る
対
策
の
推
進
で
あ
り
ま

す
。

　
県
の
臨
時
雇
用
対
策
事
業
の
活
用
を
は

じ
め
、
町
単
独
で
、
新
し
い
分
野
に
挑
戦

し
、
起
業
し
て
雇
用
を
創
出
す
る
事
業
者

へ
の
支
援
や
企
業
誘
致
に
努
め
、
雇
用
拡

大
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
や
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
三
つ
目
に
は
、
昨
年
の
大
震
災
を
教
訓

に
防
災
対
策
の
強
化
が
重
要
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
的
に
は
、
防
災
思
想
の
啓
発
を

し
な
が
ら
、
地
域
自
主
防
災
組
織
の
確
立
、

防
災
訓
練
の
実
施
、
備
蓄
品
の
確
保
を
中

心
に
、
ハ
ー
ド
的
に
は
、
避
難
路
・
避
難

場
所
・
避
難
標
識
の
整
備
や
防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
を
推
進
い
た
し
ま

す
。

　
四
つ
目
に
は
、
来
年
Ｊ
Ｒ
が
予
定
し
て

い
る
秋
田
県
を
重
点
的
に
宣
伝
す
る
事
業

と
連
携
し
た
観
光
資
源
や
特
産
品
の
販
路

拡
大
を
は
じ
め
、
平
成
二
十
六
年
開
催
の

秋
田
国
民
文
化
祭
の
準
備
、
三
年
間
に
わ

た
っ
て
整
備
し
て
き
た
ポ
ン
ポ
コ
山
公
園

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
、
来
年
で
世

界
自
然
遺
産
登
録
二
十
周
年
を
迎
え
る
白

神
山
地
の
成
り
立
ち
を
物
語
る
町
内
の
大

地
を
公
園
と
し
て
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」

に
認
定
さ
せ
る
活
動
等
、
八
峰
町
を
全
国

に
発
信
す
る
機
会
と
捉
え
、
観
光
振
興
に

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
五
つ
目
に
は
、
懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま

す
八
森
地
区
子
ど
も
園
の
統
合
推
進
で
あ

り
ま
す
。
園
舎
の
建
設
場
所
を
で
き
る
だ

け
早
期
に
決
定
し
、
具
体
的
作
業
に
着
手

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、
広
域
農
道

能
代
以
北
の
県
道
昇
格
と
そ
の
整
備
、
観

海
地
区
水
道
施
設
の
整
備
、
合
併
浄
化
槽

設
置
事
業
、
横
内
橋
の
改
良
等
を
、
ソ
フ

ト
面
で
は
、
介
護
や
障
害
者
福
祉
計
画
の

策
定
、
予
防
接
種
や
各
種
受
診
率
の
向
上
、

食
育
の
実
践
、
自
殺
予
防
対
策
を
重
点
に

町
民
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
各
種
事
業
・
施
策
の
裏
づ
け

と
な
る
行
財
政
基
盤
の
確
立
は
何
よ
り
大

切
で
あ
り
ま
す
。
財
政
指
標
は
今
の
と
こ

ろ
安
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
国
の
動
向
に

十
分
に
注
視
し
な
が
ら
、
一
層
健
全
化
に

向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
治
体
を
と
り
ま
く
厳
し
い
情
勢
は
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
年
も
町
民
の
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
も
町
民
皆
様
が
ご
健
勝

ご
多
幸
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

２０１２年の新春を迎えて
八峰町長　加　藤　和　夫

　
１
月
５
日
、
八
峰
町
消
防
団
出
初
式

が
行
わ
れ
、
町
内
16
分
団
の
団
員
ら
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
団
員
た
ち
は
秋
田
銀
行
八

森
支
店
前
で
分
列
行
進
を
行
い
、
町
長

ら
の
観
閲
を
受
け
た
あ
と
、
八
森
中
学

校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
式
典
に
出
席
。

式
典
で
は
、
加
藤
町
長
が
式
辞
を
、
笠

原
団
長
が
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
長
年
消
防
団
員
と
し
て
功

績
の
あ
っ
た
方
々
や
消
防
協
力
者
に
表

彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受

章
者
を
代
表
し
、
本
部
分
団
の
鈴
木
清

美
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
、
最
後
は
団
員

全
員
で
万
歳
を
三
唱
し
、
無
事
故
、
無

火
災
を
誓
い
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
（
敬
称
略
）

●
秋
田
県
知
事
表
彰

【
有
功
章
】

本
部
分
団
　
団
員
（
分
団
長
）
　
鈴
木
　
清
美

第
１
分
団
　
副
分
団
長
　
鈴
木
　
金
蔵

【
永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
）】

本
　
　
団
　
副 

団 

長
　
奈
良
　
德
男

【
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
）】

第
12
分
団
　
副
分
団
長
　
三
浦
　
　
務

【
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
）】

本
部
分
団
　
班
　
　
長
　
工
藤
　
兼
美

第
２
分
団
　
分 

団 

長
　
赤
川
　
秀
美

第
９
分
団
　
副
分
団
長
　
木
村
　
啓
二

第
12
分
団
　
班
　
　
長
　
佐
藤
　
孝
之

【
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
）】

第
４
分
団
　
副
分
団
長
　
佐
々
木
慶
夫

第
６
分
団
　
分 

団 

長
　
金
平
多
三
夫

第
６
分
団
　
班
　
　
長
　
金
平
　
正
宏

第
９
分
団
　
班
　
　
長
　
菊
地
　
良
輝

第
９
分
団
　
班
　
　
長
　
鈴
木
　
　
徹

第
９
分
団
　
団
　
　
員
　
亀
田
　
琢
也

第
13
分
団
　
班
　
　
長
　
山
本
　
美
三

第
15
分
団
　
班
　
　
長
　
笹
村
　
清
幸

●
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章
（
10
年
勤
続
）】

第
１
分
団
　
団
　
　
員
　
藤
田
　
　
豊

第
１
分
団
　
団
　
　
員
　
福
司
　
竜
也

第
２
分
団
　
団
　
　
員
　
長
門
　
拓
志

第
３
分
団
　
団
　
　
員
　
淺
野
　
一
真

第
４
分
団
　
団
　
　
員
　
田
村
　
　
旭

第
７
分
団
　
団
　
　
員
　
高
杉
　
晋
一

第
７
分
団
　
団
　
　
員
　
藤
嶋
　
康
忠

第
10
分
団
　
団
　
　
員
　
豊
田
　
　
仁

第
10
分
団
　
団
　
　
員
　
櫻
田
　
公
男

第
12
分
団
　
団
　
　
員
　
越
中
　
敏
則

第
12
分
団
　
団
　
　
員
　
三
浦
　
　
斉

第
13
分
団
　
団
　
　
員
　
舘
岡
　
弘
偉

第
13
分
団
　
団
　
　
員
　
山
本
　
　
真

第
15
分
団
　
団
　
　
員
　
川
村
　
康
享

●
秋
田
県
消
防
協
会

能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰

【
勤
続
章
（
７
年
以
上
）】

第
５
分
団
　
団
　
　
員
　
芦
崎
　
和
弘

第
５
分
団
　
団
　
　
員
　
米
森
　
貞
信

第
６
分
団
　
団
　
　
員
　
金
平
　
康
弘

第
10
分
団
　
団
　
　
員
　
工
藤
　
欽
也

第
13
分
団
　
団
　
　
員
　
庄
内
　
達
也

●
八
峰
町
長
表
彰

【
５
年
精
勤
章
】

第
１
分
団
　
団
　
　
員
　
田
村
　
　
薫

第
２
分
団
　
団
　
　
員
　
名
畑
　
有
紀

第
２
分
団
　
団
　
　
員
　
銭
谷
　
祐
将

第
２
分
団
　
団
　
　
員
　
田
口
　
一
忠

第
５
分
団
　
団
　
　
員
　
米
森
　
智
明

第
５
分
団
　
団
　
　
員
　
米
森
　
雄
大

第
８
分
団
　
団
　
　
員
　
後
藤
　
正
明

第
８
分
団
　
団
　
　
員
　
武
田
　
雅
美

第
９
分
団
　
団
　
　
員
　
中
山
　
秀
樹

第
９
分
団
　
団
　
　
員
　
鈴
木
　
哲
哉

第
12
分
団
　
団
　
　
員
　
吉
田
　
　
泰

第
14
分
団
　
団
　
　
員
　
工
藤
　
康
司

第
14
分
団
　
団
　
　
員
　
工
藤
　
　
景

第
15
分
団
　
団
　
　
員
　
須
藤
　
正
敬

【
３
年
精
勤
章
】

第
１
分
団
　
団
　
　
員
　
長
門
　
正
春

第
１
分
団
　
団
　
　
員
　
鈴
木
　
達
夫

第
１
分
団
　
団
　
　
員
　
鈴
木
　
道
也

第
１
分
団
　
団
　
　
員
　
武
内
　
　
徹

第
３
分
団
　
団
　
　
員
　
小
林
　
慶
信

第
５
分
団
　
団
　
　
員
　
福
田
　
　
優

第
９
分
団
　
団
　
　
員
　
菊
地
　
和
幸

第
９
分
団
　
団
　
　
員
　
伊
藤
　
真
怜

第
10
分
団
　
団
　
　
員
　
須
藤
　
　
宰

第
10
分
団
　
団
　
　
員
　
吉
田
　
正
樹

第
11
分
団
　
団
　
　
員
　
伊
藤
　
一
八

第
12
分
団
　
団
　
　
員
　
白
木
　
幸
典

第
14
分
団
　
団
　
　
員
　
門
脇
　
孝
二

第
15
分
団
　
団
　
　
員
　
鈴
木
喜
美
夫

第
15
分
団
　
団
　
　
員
　
須
藤
　
光
秋

第
15
分
団
　
団
　
　
員
　
須
藤
　
夕
貴

第
15
分
団
　
団
　
　
員
　
三
輪
　
浩
二

●
少
年
警
火
団
に
対
す
る
記
念
品
授
与

及
び
感
謝
の
言
葉

八
森
小
学
校
区
　
八
森
小
学
校
警
火
団

水
沢
小
学
校
区
　
水
沢
小
学
校
警
火
団

塙
川
小
学
校
区
　
塙
川
小
学
校
警
火
団

八
峰
町
消
防
団
出
初
式
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